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お
正
月
の
テ
レ
ビ
か
ら
は
、
漫
才
や
落

語
が
頻
繁
に
流
れ
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、

最
近
、
心
の
底
か
ら
笑
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
　
鏡
に
映
っ
た
自
分
の
顔
は
、

し
か
め
っ
面
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

愛
想
笑
い
、
忍
び
笑
い
、
含
み
笑
い
、

苦
笑
い
…
笑
い
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
心
を
こ
め

た
笑
顔
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
潤
滑
油
。
笑

顔
の
す
て
き
な
人
は
、
自

分
だ
け
で
な
く
、
周
り
の

人
の
心
も
明
る
く
し
、
病
気
も
寄
り
つ
き

ま
せ
ん
。

ス
ト
レ
ス
は
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
、
病

気
に
対
す
る
抵
抗
力
を
弱
め
ま
す
。
逆
に
、

い
ち
ば
ん
簡
単
な
ス
ト
レ
ス
発
散
法
は

「
笑
う
」
こ
と
。
笑
い
に
は
、
免
疫
力
を

高
め
る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
怒
鳴
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
、
声

を
あ
げ
て
笑
っ
た
り
…
大
き
な
声
を
出
し

た
ら
ス
ッ
と
し
た
、
と
い
う
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
　
大
き
く
口
を
動
か
す
動
作

が
脳
を
刺
激
し
、
お
な
か
か
ら
声
を
出
す

こ
と
が
横
隔
膜
を
刺
激
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
刺
激
が
新
陳
代
謝
を
活

発
に
し
、
ス
ト
レ
ス
を
発

散
さ
せ
る
と
い
う
わ
け
で

す
。
大
き
な
声
が
出
せ
な

い
な
ら
、
腹
式
呼
吸
を
実

践
す
る
だ
け
で
も
効
果
は
あ
り
ま
す
。

リ
ウ
マ
チ
・
糖
尿
病
・
が
ん
予
防
に

「
笑
い
」
が
効
果
的
―
―
ス
ト
レ
ス
発
散

以
外
に
も
、
様
々
な
笑
い
の
健
康
効
果
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
…

○
リ
ウ
マ
チ
患
者
が
落
語
を
聞
く
と
、
関

節
の
炎
症
が
悪
化
す
る
と
増
え
る
物
質
が

顕
著
に
減
り
、
痛
み
も
軽
く
な
っ
た
。

○
糖
尿
病
患
者
が
食
後
に
漫
才
や
落
語
を

聞
く
と
血
糖
値
が
低
下
し
た
。

○
漫
才
や
落
語
を
見
た
直
後
に
、
が
ん
細

胞
を
や
っ
つ
け
る
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー

（
Ｎ
Ｋ
）
細
胞
」
が
活
性
化
し
、
免
疫
力

が
高
ま
っ
た
。

○
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
患
者
が
コ
メ
デ

ィ
映
画
を
見
る
と
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が

弱
く
な
っ
た
。

○
体
調
を
よ
く
す
る
特
定

の
遺
伝
子
の
働
き
が
活
発

に
な
る
。

…
な
ど
。
笑
い
は
心
だ

け
で
な
く
、
身
体
に
も
好
影
響
を
与
え
ま

す
。免

疫
の
働
き
は
年
齢
と
と
も
に
低
下
し
、

20
歳
の
時
を（
１
０
０
）と
す
る
と
40
歳

で
は
そ
の
半
分
、
60
歳
で
は
さ
ら
に
そ
の

半
分
に
低
下
し
ま
す
。
老
化
を
防
い
で
元

気
で
長
生
き
す
る
に
は
、
Ｎ
Ｋ
細
胞
を
活

性
化
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
方
法

は
、

①
笑
う
　

②
泣
く

③
話
を
聞
い
て
も
ら
う

④
お
化
粧
を
す
る

⑤
一
緒
に
歌
う

な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
い
ち
ば

ん
大
事
な
の
は
、
そ
の
健
康
法
が
自
分
に

と
っ
て
心
地
が
い
い
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

落
ち
込
ん
で
い
る
時
に
は
、
笑
顔
を
つ

く
っ
て
み
る
だ
け
で
も
心
が
明
る
く
な
り

ま
す
。
楽
し
い
本
を
読
ん
だ
り
、
お
か
し

な
話
を
聞
い
て
大
い
に
笑
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
毎
朝
、
鏡
に
向
か
っ
て
ニ
コ
ッ
と
笑

う
、
意
識
し
て
笑
顔
を
心
が
け
る
、
な
ど
、

あ
な
た
な
り
の
「
笑
い
」
の
あ
る
生
活
を

み
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
今
年
一
年
、
毎

日
、
笑
っ
て
過
ご
し
た
い
で
す
ね
！

◇年始の営業について
年始の営業は、次のとおりとなります。
平成20年１月１日（火）休　館

１月２日（水）以降通常営業
大変ご迷惑をおかけ致しますが、お間違

えのないようよろしくお願いいたします。
皆様のご利用お待ちしております。

■問合せ先　上島町海水温浴施設「潮湯」
TEL 74－0808

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

源
泉
徴
収
票
は
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
や
退
職
を
自
由
と
す
る
年
金
を
社

会
保
険
庁
よ
り
受
け
て
い
る
方
に
は
、
１

月
末
ま
で
に
源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収
票
は
確
定
申
告
を

す
る
際
に
必
要
で
す
か
ら
、
無
く
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合
と
し
て

○
２
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
場
合

○
年
金
以
外
に
給
与
等
の
収
入
が
あ
る
場
合

○
源
泉
徴
収
票
で
受
け
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命

保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
等
）
が
あ
る

た
め
所
得
税
を
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る

場
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
死
亡
さ
れ
た
方
に
は
源
泉
徴
収
票

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
、
必
要
な
場
合
は
お
早

め
に
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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上
島
町
の
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
人
口

は
２
　
９
５
２
人
（
平
成
19
年
10
月
31

日
現
在
）
で
、
高
齢
化
率
は
36
・
８
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
上
島
町
民
の
３

人
に
１
人
は
高
齢
者
で
す
。
そ
こ
で
、
高

齢
者
の
方
々
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢
者
の
見
守
り
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
上
島
町
で
行
わ
れ
て
い
る
２
つ

の
事
業
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

新
聞
配
達
や
牛
乳
配
達
な
ど
で
町
内
を

巡
回
し
て
い
る
団
体
や
、
銀
行
、
郵
便
局
、

お
店
な
ど
町
民
が
多
く
立
ち
寄
る
所
に
協

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢の

皆さんを、介護、福祉、健康、医療などさまざま
な面から総合的に支えるための総合窓口です。皆
さんがいつまでも健やかに住みなれた地域で生活
していけるよう、地域包括支援センターを積極的
にご利用ください。
★上島町地域包括支援センター TEL 77－3698
★生名サブセンター TEL 74－0921
★岩城サブセンター TEL 74－0755
★魚島窓口　　　　　　　　　　TEL 74－1120

【
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

【
独
居
高
齢
者
見
守
り
事
業
】

力
依
頼
し
、
高
齢
者
の
方
で
気
に
な
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
連
絡
し
て
も
ら
い
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
内
の
32
団
体
に
協
力
依
頼
し
て

い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
し
て
あ
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

★妊婦一般健康診査及び乳児健康診査の公費負担拡充について★
上島町では少子化対策として、健やかな妊娠・出産・育児の支援を目的とし、各種公費負担や事業を行って

います。
このたび、負担を軽減し、よりいっそうの子育て支援の充実を目指すため、平成20年１月１日より、各種

公費負担等を下記のように充実させます。
詳しくは、各総合支所保健センターへお問い合わせください。

※すでにお渡ししている「妊婦一般健康診査受診票」は交換が必要です。
対象の方には個別通知をしておりますが、万が一お手元に届いていない場合やご不明な点等は各総合支所保

健センターへお問い合わせください。

事業名 目的・内容 平成19年12月31日まで

妊婦一般
健康診査

妊娠中の母体及び胎児の健康管
理、ならびに健診に係る費用の
軽減

前期・後期の２回
妊娠週数にあわせて
５回まで

新生児
聴覚検査

先天的な聴覚異常を早期に発見
し、療育および治療を行う

原則入院中に１回
（必要に応じて確認検査）

乳児一般
健康診査

乳児期の発育発達の確認や育児
不安の軽減

前期（４～６か月）
後期（９～11か月）

変更なし

妊産婦等通院
交通費助成事業

妊産婦の定期健康診査や、子ど
もを希望しながらも恵まれない
ために不妊治療を受けている夫
婦の診察に係る交通費の負担軽
減

妊娠届出から産後１か月までの
健康診査、または不妊治療の診
察開始日から診察終了日まで
（通算２年を限度）の診察に係
る往復交通費の１／２（ただし
１回につき5000円を限度）

変更なし

上
島
町
の
高
齢
者
の
中
で
、
５
人
に
１

人
は
独
居
高
齢
者
で
す
。

そ
こ
で
、
町
内
に
子
ど
も
等
が
い
な
い
、

ま
た
、
近
隣
者
等
に
よ
る
見
守
り
が
不
十

分
な
方
で
、
上
島
町
が
必
要
と
判
断
し
た

独
居
高
齢
者
を
対
象
に
、
見
守
り
委
員
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

見
守
り
委
員
は
、
日
常
で
の
声
か
け
や

家
庭
訪
問
及
び
電
話
連
絡
に
よ
り
、
普
段

と
違
っ
た
変
化
に
気
づ
い
た
場
合
に
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
必
要
に
応
じ

て
家
族
等
に
連
絡
を
行
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

○
見
守
り
委
員
に
よ
る
見
守
り
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。




